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マンモグラフィ撮影条件の左右差と乳がん浸潤径に関する研究

大田　浩司（外科主任医長）

マンモグラフィ検診の不利益を減少させるためには特異度を下げずに感
度を上昇させる必要があり、付随する撮影条件（線量、mAs値、圧迫厚等）
の左右比較はその一助と考えられている。一方、左右差と浸潤径を始めと
する乳癌のパラメータに関する先行研究はない。今回、これら撮影条件と
浸潤径に関する研究を実施した。

2021年１月1日から2024年4月30日

福井県立病院を受診された患者様へ
　当院では下記の臨床研究を実施しております。本研究の対象者に該当する可能性のある方で診
療情報を研究目的に利用されることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせく
ださい。

●対象となる患者さま：福井県立病院にて乳癌と診断し,術前にマンモグラ
フィ、エコーを受け、手術が実施された患者様。●利用する情報　電子カ
ルテに記載のある診療情報（マンモグラフィの撮影条件、年齢、性別、病
理所見）

　利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報
は削除いたします。研究への参加、不参加はオプトアウトを用いて行いま
す。

本研究に関連し、開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。

電話：0776‐54‐5151
担当者：経営管理課　倫理担当　（内線：2043/2047)

第34回日本乳癌検診学会学術総会にて発表予定

2024年10月27日から2024年11月25日まで


